
Ⅱ 施設介護業 

１ 施設介護業について 

 介護保険の対象となる施設サービスは、「介護福祉サービス」「介護保険施設サー

ビス」「介護療養施設サービス」に３分類されており、中でも前２者のサービスを提

供する介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）及び介護老人保健施設が介護保険

の受給者数ベースで大半を占めています。このため、今回策定した職業能力評価基

準は、これら介護老人福祉施設及び介護老人保健施設を対象としました。 

 そして、介護老人福祉施設と介護老人保健施設は、設立目的も異なり、それぞれ

別種のサービスを提供する施設ですが、そこで働く「スタッフの能力要件」という

視点でみた場合、共通する要素が少なくないことから、両施設をまとめて「施設介

護業」の職業能力評価基準として整理しました。 

※「在宅介護業」の職業能力評価基準は、平成１９年３月に発表しています. 

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2007/03/h0328-2.html 

 

２ 職業能力評価基準の策定について 

(1) 検討 

施設介護業の職業能力評価基準策定に当たっては、中央職業能力開発協会にお

いて、公益社団法人全国老人福祉施設協議会（会長 中田 清）及び社団法人全

国老人保健施設協会（会長 川合 秀治）との連携のもと、包括的職業能力評価

制度整備委員会（座長 堀田 聰子：前東京大学社会科学研究所人材ビジネス研

究寄付研究部門特任准教授）を設置し、検討を行いました。 

 

(2) 策定した職種・職務 

施設介護業における主要な職種として、以下の３職種（４職務）を対象としま

した（図３参照）。 

１） 介護施設における組織運営管理、サービス管理、財務管理、労務管理等の

施設運営及び統括を行う「施設運営・統括」（職務：「施設統括」、「施設

運営」） 

２） 介護施設において、食事、入浴等の介護サービス、及び機能訓練やレクリ

エーション等を行う「施設介護サービス」（職務：「施設介護サービス」） 

３） 介護施設利用者への相談・援助、入退所手続、家族・外部機関との連絡調

整等を行う「相談・援助」（職務：「相談・援助」） 

 

(3) 介護を必要とする高齢者が増加する中で、良質なサービスを安定的に提供して

いくには、介護サービスの担い手となる人材を十分に確保するだけでなく、これ

ら職員の意欲と能力を高め、定着・育成を図ることが大きな課題となっています。

さらに、施設介護の場合には、一般に、早番や遅番、夜勤、宿直等の勤務がある

など、施設特有の労務管理上の課題も存在しています。このため、職業能力評価

基準は、上記のことを踏まえて策定されました。 



図３ 施設介護業の職業能力評価基準の全体構成 
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３ レベルの設定 

職業能力評価基準は、担当者に必要とされる能力水準（レベル１）から組織・

部門の責任者に必要とされる能力水準（レベル４）まで４つのレベルを設定して

います。 

職業能力評価基準全体に共通するレベル区分の考え方に沿いながら、より具体

的にイメージできるよう、施設介護業におけるレベル区分の目安を設定しました

（図４参照）。  

 

図４ 施設介護業のレベル区分の目安 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 施設介護業の職業能力評価基準の例 

レベル２

ユニット番号44S065L22

●必要な知識

レベル１ レベル３ レベル４

選択
能力ユニット

能力ユニット名 介護相談

概　　要 利用者・家族への介護相談等を的確に遂行する能力

能力細目 職務遂行のための基準

①基本情報の把
握

○利用者一人ひとりの介護・医療ニーズについて、詳細を把握している。

○利用者のケアプランや介護経過記録の内容を詳しく把握している。

○利用者や家族とコミュニケーションをとり、一人ひとりの価値観や基本的なものの考え方につ
いて、理解している。

１．介護保険法の知識
　・介護保険法の財源構成と保険料負担の概要
　・代表的なサービスの種類と内容
　・介護保険の範囲内で行えるサービス、制約
２．その他の制度・施策の知識
　・生活保護
　・地域福祉施策
　・高齢者虐待防止法、権利擁護制度等の制度・施策
　・介護支援専門員等の関連資格・制度
３．ケアマネジメントに関する知識

４．介護職の倫理と職務
５．サービス実施の手順、留意点についての知識
６．モニタリングの意義、方法についての知識
７．各種カンファレンスの意義、方法についての知識
８．観察・記録の意義と技術についての知識
９．ケアワークにおけるソーシャルワークについての知
識
10．障害と疾病についての知識
11．認知症に関する知識
12．医療と看護についての知識
13．生活支援の理念

②相談援助

○入所希望者の家庭訪問等を通じて、必要な情報を分かりやすく提供し、施設に入所すべき
か他サービスを利用すべきかについて、適切に相談援助を行っている。

○利用者の意向を聴き取り、入居を継続するか在宅サービスに移行するかなど、介護ニーズに
即して的確な相談援助を行っている。

○利用者の退所に際して、専門的立場から家族の相談に応じ、退所後の介護に関する助言や
在宅介護の際のケアマネジャーの紹介など、必要な支援や情報提供を行っている。

○利用者の状況を正確に把握し、自立支援の観点から的確な相談・援助を行っている。

○利用者の状況を注意深く観察し、必要に応じてプランの練り直し等を提案している。

○施設の提供する介護サービスについて、利用者や家族からの質問・疑問に的確に回答して
いる。

○介護相談を行ううえで、プライバシーや守秘義務など職務遂行上の倫理を必ず守っている。
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